
　
少
子
高
齢
化
で「
ケ
ア
を
提
供
す
る
人
」の
不
足
が
深
刻
に

な
る
中
、
人
材
確
保
や
ツ
ー
ル
開
発
に
よ
る
ケ
ア
の
供
給
維

持
に
加
え
、
「
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
」
を
減
ら
す
と
い
う

逆
方
向
か
ら
の
発
想
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
12
月
４
日
に
開

催
さ
れ
る「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
前
に「
ケ
ア

の
需
要
と
供
給
」の
両
面
か
ら
課
題
解
決
に
挑
む
Ｃ
Ｏ
Ｉ‒

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
川
崎
拠
点（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
）の
研
究

者
ら
に
、
そ
の
現
在
地
と
未
来
を
聞
い
た
。

■プロジェクトＣＨＡＮＧＥとは
２０２２年１０月に文部科学省・科学技術振興機構が「共創の場形成支援プログラム」川崎拠点として採択したもの。
川崎市産業振興財団を代表機関とし、財団の研究部門のナノ医療イノベーションセンター（ｉＣＯＮＭ）が担っている。

COI-NEXT 川崎拠点　CHANGEシンポジウム　12月４日開催

未
来
の
ケ
ア
を
考
え
る

な
い
脚
を
看
護
師
が
可
動
範
囲
内
で
優
し
く
動
か

し
て
く
れ
て
、
そ
れ
が
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
っ
た
こ

と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
技
術
的
に
は
機

械
で
も
で
き
る
が
、
任
せ
る
と
な
る
と
怖
さ
を
感

じ
る
。
看
護
ケ
ア
製
品
に
は
「
安
全
」
だ
け
で
な

く
、
人
が
「
安
心
」
で
き
る
設
計
が
必
要
だ
。

仲
上　
ま
さ
に
そ
こ
が
重
要
だ
。
科
学
技
術
が
進

歩
し
て
も
、
安
全
な
技
術
が
そ
の
ま
ま
安
心
に
つ

な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
の

看
護
師
の
役
割
は
決
し
て
無
く
な
ら
な
い
。
技
術

と
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
看
護
工
学
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆　

◆

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
風
、薫
る
」
で
は
、

抗
生
物
質
も
な
い
明
治
初
期
、
伝
染
病
が
猛
威
を

振
る
う
中
で
、
衛
生
管
理
と
献
身
的
な
看
護
に
力

を
尽
く
し
た
「
明
治
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
大
関

和
の
人
生
が
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
ケ
ア
が
人
々
の
暮

ら
し
に
「
安
心
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
、
そ
の
ケ

ア
を
人
の
力
だ
け
で
支
え
続
け
る
こ
と
は
難
し
く

な
る
。
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
科
学
技
術

は
、
看
護
を
ど
う
支
え
、
人
に
し
か
で
き
な
い
ケ

ア
を
ど
う
豊
か
に
で
き
る
の
か
。
次
回
特
集
は 

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
対
談
で
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
。

―
ケ
ア
の
需
要
と
供
給
の
現
状
は
。

堀
田　
川
崎
市
の
高
齢
化
率
は
約
21
％
と
全
国
平

均
（
29
％
）
よ
り
低
い
が
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ
が
少

な
い
訳
で
は
な
い
。
一
方
、
人
口
10
万
人
あ
た
り

の
看
護
師
数
は
全
国
最
低
レ
ベ
ル
。
看
護
師
免
許

を
持
ち
な
が
ら
離
職
し
て
い
る
「
潜
在
看
護
師
」

が
安
心
し
て
復
職
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

仲
上　
全
国
的
に
看
護
師
が
不
足
す
る
一
方
、
少

子
化
の
中
で
若
い
看
護
師
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
。
潜
在
看
護
師
の
復
職
を
促

す
と
と
も
に
、
科
学
技
術
で
「
ケ
ア
の
供
給
」
を

支
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

西
山　
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、「
ケ
ア
の
需
要
」

を
減
ら
す
こ
と
。
私
た
ち
が
取
り
組
む
「
老
化
制

御
」
は
若
返
り
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。
フ
レ

イ
ル
や
加
齢
性
疾
患
を
予
防
・
治
療
し
、
ケ
ア
が

必
要
な
人
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
だ
。
老
化
細
胞

の
検
出
・
除
去
に
加
え
、
変
形
性
関
節
症
や
加
齢

黄
斑
変
性
な
ど
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
損
な

う
疾
患
に
対
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
医
薬
の
開
発
に
も
挑

戦
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
い
る
。

―
看
護
と
工
学
の
技
術
を
融
合
し
た「
看
護
工
学
」

は
ど
う
貢
献
で
き
る
か
。

仲
上　
看
護
の
本
質
は
、
療
養
者
に
寄
り
添
い
、

専
門
的
な
視
点
で
状
態
を
観
察
し
、
必
要
な
ケ
ア

に
つ
な
げ
る
こ
と
。し
か
し
今
は
、看
護
師
が
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
を
離
れ
、
Ｐ
Ｃ
へ
の
入
力
な
ど
間
接
業

務
に
費
や
す
時
間
が
増
え
て
い
る
。「
看
護
工
学
」

は
看
護
師
を
単
に
楽
に
す
る
技
術
で
は
な
く
、
限

ら
れ
た
勤
務
時
間
の
中
で
、
療
養
者
と
向
き
合
う

時
間
を
取
り
戻
す
た
め
の
工
学
と
考
え
て
い
る
。

堀
田　
看
護
師
の
業
務
は
法
律
で
「
診
療
の
補
助
」

と「
療
養
上
の
世
話
」に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者

は
、
単
な
る
身
の
回
り
の
お
世
話
で
は
な
く
、
医

学
的
知
識
と
看
護
の
視
点
を
も
っ
て
療
養
者
の
心

身
の
状
態
を
観
察
し
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か

を
予
測
し
て
最
適
な
療
養
環
境
を
つ
く
る
専
門
的

な
行
為
で
あ
る
。
科
学
技
術
は
、
療
養
者
だ
け
で

な
く
、
看
護
師
自
身
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
高
め
る
と
思
う
。

西
山　
私
自
身
、
骨
折
で
入
院
し
た
際
、
動
か
せ

NHK連続テレビ小説「風、薫る」の原案本「明
治のナイチンゲール　大関和物語」の著者・
田中ひかる氏を特別講師に迎え、第５回
CHANGEシンポジウム「『明治のナイチン
ゲール』に学ぶ未来のケアイノベーション〜
看護の原点と先端科学の融合」を12月４日
に開催する。明治の看護の原点を振り返ると
ともに、視点を近未来へ移し、「AI時代のケ
アイノベーション」をテーマと
したパネル討論も行う。詳細・
参加申し込みはQRコードから。

https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/event_ 
5th_symposium.html

東京大学大学院医学系研究科
健康科学・看護学専攻

仲上豪二朗教授（写真右）

東京科学大学総合研究院
化学生命科学研究所

西山伸宏教授（写真左）

公益社団法人川崎市看護協会

堀田彰恵会長（写真中央）

出席者看護工学が拓く安心社会

P R

企画＝（公財）川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター

〜参加申し込みはこちら〜


